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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文は，原子核による重陽子の弾1生散乱の実験を通じ，核と重陽子の相互作用，特にそのス
ピン依存性を，現象論的立場から追求したものである。対象とした208Pb核は，二重閉殻の重い
原子核で，光学模型に基づいた現象論的取り扱いに最も適している。また，クーロン障壁より十
分低いエネルギー（9MeV）と，高いエネルギー（20MeV付近と56MeV）におけるこれま
での研究から，この間のエネルギー依存性は有用な情報を与えるものと期待された。
　測定は筑波大学の偏極イオン源とタンデム型静電加遠器により得られる偏極重陽子ビームを用
い，10MeVから21．5MeVの間で，微分断面積，ベクトル偏極分解能i　T11，テンソル偏極分
解能丁20，T2ユ，T22について，主に後方角における精度の高いデータを得た。一般に偏極分
解能は，この低いエネルギー領域では非常に小さな値（～1r2）であり，正確な測定が困難で
ある。著者は，高速スピン状態変換を含むデータ収集システムを開発し，実験系の長時間にわた
る変動から生ずる系統的誤差を排除し，高精度で信頼性の高いデータを得ることができた。
　その結果，クーロン障壁エネルギー付近（13～15MeV）で，テンソン偏極分解能丁20の符号
が反転する特異な振舞いを新たに見出した。同様な特異性は，他の成分，T2ヨ，T。。にも程度
の差はあるが観測された。
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　解析は光学模型に基づいて行った。重陽子光学ポテンシャルは，核子の相互作用のたたみ込み
模型（fo1di㎎聰odei）に墓礎を置き，丁更型のテンソル相互作用を含む。テンソル偏極分解能は，
テンソル相互作用に敏感である。測定したエネルギー領域の低い方では，たたみ込み模型のポテ
ンシャルにより，実験データはかなりよく再現される。・また高い方のエネルギーでは，これまでに
知られている系統性と矛盾しない。この中間のエネルギーでは，観測された偏極分解能の特異性
を反映し，ポテンシャルパラメータも特異なエネルギー依存性をもたせる必要がある。特に，虚
数テンソルポテンシャルのdiffusenessを狭くすることが要求される。その他，各ポテンシャル
パラメータについても詳細な変化を明らかにした。
　このような弾性散乱における特異な振舞いは，核反応チャネル、特に核子移行と重陽子分解チャ
ネルの効果の重要性を示唆する。
　テンソル相互作用は，核の表面の性質を比較的敏感に反映する。ここに提示した実験事実と解
析結果は，核表面の効果が重要な，低いエネルギーにおいて，テンソル偏極分解能が，重陽子と
核の相互作用の詳細な知見を与えることを示している。
審　　査　　の　　要　　旨
　本研究は，著者が自ら開発した実験システムにより，測定精度を著しく向上させた結果，重陽
子弾性散乱のテンソル偏極分解能のエネルギー依存性に，興味ある特異な振舞を発見したもので
ある。解析方法は，慣用の現象論の枠内で，限られた模型に基づいたものであるが，物理的な視
点を明確に定め，系統的な解析を進めることにより，重陽子と核のテンソル相互作用について，
これまでの知見を一歩進めたものとして，高く評価できる。示されたデータは高い精度と信頼度
があり，発見された特徴的な振舞は，今後の研究の発展，特に理論的な模型の検証に決定的な役
割を果たすであろう。
　また，ここに開発された測定システムは，本研究だけでなく，偏極ビームを用いたすべての実
験に利用でき，実験精度の向上に非常に大きな貢献をしている。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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